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WPIC直近の活動

プラチナは今年から供給不⾜が始まり2027年までその状態が続く予
測だが、今後数年間プラチナが不⾜していても、⾃動⾞分野でパラジ
ウムに代わりにプラチナを使う需要は衰えないだろう。⽔素経済が急
速に発展局⾯を迎える中で、プラチナは地上在庫が引き出されて市場
はタイトになる。そこで本稿では向こう5年間のパラジウムの展望、
そして多⾦属鉱⽯の採掘という柔軟性に⽋ける鉱⼭供給の仕組みが引
き起こす市場の不均衡に対し、PGMの需要がどの反応するかという
点を考察していきたいと思う。

パラジウムの代替としてのプラチナの需要は両者の価格差が狭まるま
で続くが、プラチナ不⾜が続いてパラジウムが余ればこの流れは逆⾏
し、2020年代後半にかけて急速に発展する⽔素経済のためにプラチ
ナを利⽤することが可能になるだろう。つまりプラチナの供給不⾜は
エネルギー転換を⽀える技術開発の妨げにはならないのだ。

詳しくはプラチナ投資のエッセンス 2023年9⽉号をご覧ください。

https://platinuminvestment.com/investment-research

免責事項：本資料は情報提供に過ぎず、WPICの投資提案を意図するものではなく、また、そのように

解釈されるべきでもありません。

Pt & Pd

Market Weekly

DatePricePlatinum

2023/10/16883.50 Open

2023/10/18909.53High

2023/10/16876.83Low

2023/10/20899.50Close

DatePricePlatinum

2023/10/164245.00 Open

2023/10/184378.00 High

2023/10/164215.00 Low

2023/10/204333.00 Close

円建て 円/グラム

ドル建て ドル/TOZ

DatePricePalladium

2023/10/161145.95Open

2023/10/161156.38High

2023/10/191095.70Low

2023/10/201097.88Close

ドル建て ドル/TOZ

DatePricePalladium

2023/10/165527.00 Open

2023/10/165574.00 High

2023/10/195297.00 Low

2023/10/205303.00 Close

円建て 円/グラム

アングロ・アメリカン・プラチナム、BMW グループ南アフリカ(BMW SA)、
サソールは南アフリカ国内で⽔素を燃料としたモビリティーの試みを共同で
進める。

3社は10⽉16⽇、ケープタウンで⾏われている「2023 南アフリカグリーン⽔
素サミット」にて、燃料電池⾃動⾞と⽔素燃料の普及プロジェクトを国内で
進めることに合意した。

提携の内容としては、BMW が来年披露される予定のBMW iX5 燃料電池⾃動
⾞を、サソールがグリーン⽔素と⽔素燃料補給機を提供する。

再エネから作られたグリーン⽔素は、サソールの⼯場から⽔素燃料補給機に
て、ハウテンにあるBMWの⼯場に運搬され、燃料電池⾃動⾞に補給される。

アングロ・アメリカン・プラチナムのCEO、Craig Miller⽒によると、同社が
⽣産する PGMが燃料電池⾃動⾞の燃料電池システムに使われており、同社
は、世界的にPGMの需要を⾼める努⼒の⼀環として、このプロジェクトの資
⾦を提供する。

同⽒は、燃料電池⾃動⾞が世界の新⾞市場の１割、10万台でも占めるように
なれば、PGMの需要は年間155.５トン増えるとしている。

https://www.engineeringnews.co.za/article/sasol-anglo-american-platinum-and-bmw-ink-deal-to-
test-hydrogen-cars-in-sa-2023-10-16

サソール、アングロ・アメリカン・プラチナム、BMW、南ア
フリカ国内の燃料電池自動車で協力

Translated by Kazuko OSAWA

⽶ブラックロックは、再⽣可能エネルギーへの転換を促す⼀環として、鉱⼭
と⾦属⽣産に焦点を当てた ETF を発表した。

iShares Essential Metals UCITS ETF (METL) は、ドイツ証券取引所とユー
ロネクストに上場され、総経費率(TER) は 0.55%。

METL は、S&P Global Commodity Insights (GCI)がエネルギー転換技術に
不可⽋とするアルミナ、アルミニウム、ボーキサイト、コバルト、銅、リチ
ウム、マンガン、モリブデン、ニッケル、パラジウム、プラチナ、シルバー、
レアアース、鉛を⽣産する鉱⼭会社から成るS&P Global Essential Metals
Producers index に連動する。

ブラックロックは、低炭素経済、サプライチェーンを巡る問題、国際関係の
緊張などからこのセクターに関⼼が⾼まっているとしている。

同社のglobal head of sustainable indexing であるManuela Sperandeo⽒は、
「我々の顧客は意識的に気候変動に関連する投資先を選ぶようになってきて
おり、将来の⾒返りを的確に計算している。」

「銅、リチウム、ニッケルなど再エネインフラに⽋かせなく、低炭素経済へ
の移⾏を⽀える鉱物に対する構造的な需要が増えている。」

「我々の考え⽅としては、脱炭素化に役⽴つこういった資産に投資すること
は、低炭素経済への転換の中で最も魅⼒的な投資になるとみている。」

METL の登場は、ETF Stream にて6⽉に発表された iShares Copper Miners
UCITS ETF (COPM) に続く、ブラックロックのエネルギー転換関連の鉱⼭
会社への投資商品となる。

https://www.etfstream.com/articles/blackrock-launches-energy-transition-metal-miners-etf

ブラックロック、エネルギー転換に貢献する金属の生産会社の
ETFを発表


